
学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

現行で利用している岡山共同リポジ
トリの担当者と連絡を密に取りなが
ら移行準備を進めており、10月から
は本格的な移行が始まり、10月末に
は移行が完了する予定である。今後
はJAIROCloudの研修を行いスムーズ
な運用ができるよう準備を進める。

〇 〇

JAIRO Cloudへの移行は11月に完了
し、新しいシステムで研究成果を公
開している。現在は、最近刊行され
た学内紀要の搭載準備を進めてい
る。

〇 〇

①PCの入替を機に、２F閲覧室西側
にPCコーナーを設置し、入館ゲート
付近にはソファーや小机を配置し、
学習するゾーンと寛ぐゾーンを明確
にした。②図書館システムをWeb版
に更新し、サーバートラブルを回避
することができるようになった。HP
のOPAC画面も新しくし、新着図書や
付近にある図書等がわかる仕組みに
している。現在はWeb版用のマニュ
アルを整備している。

〇 〇

①2階のゾーン分けは9月に完了して
いる。②図書館システムの更新も9
月に完了しており、それに伴いHPも
更新してる、新しいHPの使い方につ
いては図書館報で紹介している。そ
の他、大画面のモニターを使用し、
館内の紹介、文献の探し方等を紹介
している。

〇 〇

Web Classを利用した活動内容の確
認やランチミーティング・交流会・
活動の発表報告会等を行い図書館サ
ポーターの活動を支援している。後
期は図書館セミナーでの実演や図書
館ゲームの実施等、発表の場を設け
ているので、その準備を進めいてい
る。

〇 〇

図書館サポーター発表の場として、
図書館セミナーでの絵本読み聞かせ
実演を実施した。12月には図書館推
理遊戯を2月にはリレー小説の完
成・発行までを行った。行事に参加
し図書館に興味を持つ学生を増やす
ことができた。

〇 〇

現行で利用している岡山共同リポジ
トリの担当者と連絡を密に取りなが
ら移行準備を進めており、10月から
は本格的な移行が始まり、10月末に
は移行が完了する予定である。今後
はJAIRO Cloudの研修を行いスムー
ズな運用ができるよう準備を進め
る。

〇 〇

JAIRO Cloudへの移行は11月に完了
し、新しいシステムで研究成果を公
開している。現在は、最近刊行され
た学内紀要の搭載準備を進めてい
る。

〇 〇

①研修委員として研修会を参画し準
備を進めている。第1回研究会は11
月19日に開催予定である。②図書館
職員各人にテーマを選択してもら
い、研修の成果を利用者対応マニュ
アル化もしくは業務のマニュアル化
に反映するよう準備している。

〇 〇

①研修委員として研修会を参画し研
修会を実施した。②図書館職員各人
のテーマに則した利用者対応マニュ
アルを作成し、テーマに応じて館内
のモニターで上映している。

〇 〇

事務関係諸規程を整備して事務組織
の責任体制を明確にして、専門的な
職能を有する事務職員の能力や適性
が十分に発揮できる環境を整え、事
務職員は学生の学習成果の獲得が向
上するよう教員や関係部署と連携し
て日常的に業務の見直しや事務処理
の点検・評価・改善を行い、規程に
基づきSD活動を通じて職務を充実さ
せ、教育研究活動等の支援を行う。

図書館職員の専門的スキルを向上さ
せるため、外部研修会への積極的な
参加や遠隔学習の受講を推進する。

毎年行っている研修に加えて、次の
2点に重点を置き、研修成果が利用
者の学習・研究活動の支援へつなげ
ることができるよう具現化する。
①岡山県大学図書館協議会へ研修委
員を出し県内大学との研修会の参画
を行う。
②国立国会図書館の遠隔学習を受講
するとともに、研修成果をマニュア
ル化する。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

短期大学及び学科としての学習成果
を建学の精神および学科・専攻課程
の教育目的・目標に基づき定め、そ
れらを内外に表明するとともに、学
校教育法の短期大学の規定に照らし
て、定期的に検証する。

就実学術成果リポジトリをより充実
させる。

JAIROCloudへの移行を適切に行い、
研究成果を学外へ発信する

教職員の就業に関する諸規程を整備
し、教職員に周知して教職員の就業
を適正に管理する。

（1）入学手続者に対し入学までに授
業や学生生活についての情報を提供
し、入学者に対し学習、学生生活の
ためのオリエンテーション等を行
う。
（2）学習成果の獲得に向けて、学生
便覧等、学習支援のための印刷物
（ウェブサイトを含む）を発行し、
学習の動機付けに焦点を合わせた学
習の方法や科目の選択のためのガイ
ダンス等を行う。
（3）学習成果の獲得に向けて、基礎
学力が不足する学生に対し補習授業
等を行い、学習上の悩みなどの相談
にのり、適切な指導助言を行う体制
を整備する。また、進度の速い学生
や優秀な学生に対する学習上の配慮
や学習支援を行う。
（4）必要に応じて学習成果の獲得に
向けて、留学生の受入れ及び留学生
の派遣（長期・短期）を行う。
（5）学習成果の獲得状況の量的・質
的データに基づき学習支援方策を点
検する。

図書館で現在行っている学生協働活
動を推進し、学生の主体的な学びを
サポートする体制を拡充させる。

図書館サポーターの活動を支援する
とともに、今年度は発表の場を設
け、学生の活動がより多くの学生に
広報できるしくみ作りを行う。

［教育の効果］
建学の精神に基づく教育目的・目
標及び学習成果を明確にし、それ
に基づき３つの方針を一体的に策
定して学内外に示すとともに、教
育の効果を高めることにより、教
育目的・目標に基づく人材養成が
地域・社会の要請に応えているか
定期的に点検して、教育の質の保
証を図る。

［人的資源］
有能な教職員（人的資源）を雇用
して、学習成果を獲得するための
教育課程及び教育プログラムを構
築し、教育の実践においては量
的・質的データを基に学習成果を
分析・評価し、恒常的かつ系統的
な自己点検・評価を行うととも
に、三つの方針を見直し整備す
る。また、組織的な FD・SD 活動
を推進し時代の変化に対応できる
よう教職員の資質、教育能力、専
門的能力の向上を図る。

専任教員は研究活動を行う研究室を
有し、科学研究費補助金、外部研究
費等の獲得に努め、学科・専攻課程
の教育課程編成・実施の方針に基づ
いて成果をあげ、発表する機会（研
究紀要の発行等）を確保するととも
に、研究成果の状況を公開する。ま
た、研究活動（論文発表、学会活
動、国際会議出席等、その他）に関
する規程や留学、海外派遣、国際会
議出席等に関する規程を整備し、研
究倫理を遵守するための取り組み定
期的に行う。一方、FD活動に関する
規程を整備して適切に実施し、専任
教員は、学生の学習成果の獲得が向
上するよう学内の関係部署と連携
し、FD活動を通して授業・教育方法
の改善を行う。

教育研究成果をより広く社会に発信
するため、就実学術成果リポジトリ
を整備し充実させる。

JAIRO Cloudへの移行を適切に行
い、研究成果を学外へ発信する

（1）教員は、教育目的・目標の達成
状況を把握してシラバスに示した成
績評価基準により学習成果の獲得状
況を評価し、学生による授業評価を
定期的に受けて授業改善し、学生に
対して履修及び卒業に至る指導を行
うなど、学習成果の獲得に向けて責
任を果たす。
（2）事務職員は、所属部署の職務を
通じて教育目的・目標の達成状況を
把握し、学習成果を認識して学習成
果の獲得に貢献するとともに、学生
に対して履修及び卒業に至る支援を
行い、学生の成績記録を規程に基づ
き適切に保管するなど、学習成果の
獲得に向けて責任を果たす。
（3）教職員は、学生の学習向上のた
めに支援として、図書館又は学習資
源センター等の利便性を向上させ、
学内LAN及びコンピュータの利用を促
進し、適切に活用し、管理するな
ど、学習成果の獲得に向けて施設設
備及び技術的資源を有効に活用す
る。

①学生の主体的な学びをサポートす
る施設として、より利用しやすい雰
囲気や居場所として快適な空間を提
供するための環境整備を行う。
②学生の利便性を図るため、図書館
システムの更新を行う。

①2階のゾーン分けをより明確にす
る。PCを一箇所に集約し、PCコー
ナーとする。入館ゲート付近にリ
ラックス出来る場所を設ける。
②図書館システムの更新を行うとと
もに、図書館内PCの環境を整える。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。



学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

①図書館システムの更新ができたの
で、新システムと発注システムの連
携を準備を進めている。②業務委託
を廃止することが決まったので、4
月からの業務内容のグループ分けを
準備している。

〇 〇

①システム連携の準備を進める傍
ら、書店が提供するシステムを導入
を検討し、来年度からの発注に運用
するよう体制作りを整えている。②
来年度からの体制について人員の確
保もでき、業務分担も整備できてい
る。

〇 〇

地震発生時の対応マニュアルの作成
を進めている。今後は防災の準備も
予算申請する予定である。

〇 △

地震発生時のマニュアルを作成した
が、まだ不完全な部分が多いので、
今後は内容の充実を図る必要があ
る。

△ △

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

固定資産管理規程、消耗品及び貯蔵
品管理規程等を、財務諸規程等を整
備し、諸規程に従い施設設備、物品
（消耗品、貯蔵品等）を維持管理す
る。また、コンピュータシステムの
セキュリティ対策や省エネルギー・
省資源対策、その他地球環境保全に
配慮し、火災・地震対策、防犯対策
のための諸規則を整備して定期的な
点検・訓練を行う。

図書館内の防災マニュアルを作成す
る。

図書館利用者および図書館資料を守
るため、自然災害発生時を想定した
マニュアルを作成する。

［物的資源］
短期大学の設置者の事業計画に従
い、教育課程と学生支援の充実の
ために、短期大学設置基準に規定
される校地、校舎、施設設備、そ
の他の物的資源を整備・活用す
る。

短期大学設置基準の規定を充足する
校地と校舎、運動場、体育館、学
科・専攻課程の教育課程編成・実施
の方針に基づいて授業を行う講義
室、演習室、実験・実習室、機器・
備品を整備し、図書館又は学習資源
センター等の蔵書数、学術雑誌数、
AV資料数及び座席数等が適切で、障
がい者への対応も配慮する。

①日常的に行う図書館業務を効率化
し業務時間の短縮を図る。
②業務委託の見直し結果をもとに、
業務委託のあり方の変更を行う。

①図書の発注効率化へ向けて、書店
が提供するシステムの導入を検討す
る。
②図書館業務の委託を見直し、業者
委託を廃止し、事務補助員や学生ア
ルバイトの活用へ変更する体制を構
築する。


